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ド
イ
ツ
民
訴
法
八
八
八
条
不
代
替
的
作
為
義
務
の
執
行
を

　
　
め
ぐ
る
法
改
正
提
案

　
　
　
　
ド
イ
ッ
強
制
執
行
法
改
正
作
業
グ
ル
ー
プ
第
二
次
報
告
書
を
中
心
に

ドイッ民訴法888条不代替的作為義務の執行をめぐる法改正提案

「二三四五

は
じ
め
に

現
行
ド
イ
ッ
民
訴
法
八
八
八
条
の
強
制
手
段

八
八
八
条
の
強
制
手
段
で
あ
る
強
制
金
と
強
制
拘
留
に
つ
い
て

八
八
八
条
の
問
題
点
と
改
正
提
案
の
目
的

評
　
価

は
じ
め
に

石

辺

明

　
e
　
ド
イ
ッ
民
訴
法
八
八
八
条
（
以
下
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
現
行
ド
イ
ッ
民
訴
法
の
規
定
を
指
す
）
は
不
代
替
的
行
為
（
d
毫
①
詳
§
富
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

国
き
巳
目
α
q
雪
）
義
務
の
執
行
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
第
八
八
八
条

　
①
作
為
が
第
三
者
に
よ
っ
て
実
行
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
が
も
っ
ぱ
ら
債
務
者
の
意
思
に
か
か
る
と
き
は
、
受
訴
裁
判

9
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所
は
申
立
に
よ
り
、
強
制
金
（
N
名
讐
鴨
σ
q
①
邑
に
よ
り
、
強
制
金
が
取
り
立
て
ら
れ
な
い
場
合
に
は
強
制
拘
留
（
N
≦
讐
鵯
鼠
3
に
よ

　
り
債
務
者
に
強
制
行
為
を
実
行
さ
せ
る
旨
を
命
ず
る
。
各
強
制
金
は
五
〇
〇
〇
D
M
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
強
制
拘
留
に
つ
い
て

　
は
強
制
拘
留
に
関
す
る
第
四
章
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。

②
前
項
の
規
定
は
、
婚
姻
を
せ
よ
と
の
判
決
の
場
合
、
夫
婦
の
同
居
を
命
ず
る
判
決
の
場
合
及
び
雇
用
契
約
に
基
づ
く
労
務
を
給
付
せ

　
よ
と
の
判
決
の
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

10

　
す
な
わ
ち
、
不
代
替
的
作
為
義
務
の
履
行
を
命
じ
る
判
決
の
執
行
に
は
、
受
訴
裁
判
所
が
申
立
に
基
づ
い
て
、
債
務
者
に
対
し
て
強
制

金
ま
た
は
拘
留
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
口
　
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ッ
強
制
執
行
法
改
正
作
業
グ
ル
ー
プ
第
二
次
中
問
報
告
書
（
一
九
九
一
年
九
月
五
日
）
は
、
同
条
に
つ
い
て
以

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
（
3
）

下
の
改
正
提
案
を
し
て
い
る
。

民
事
訴
訟
法
八
八
八
条
は
以
下
の
ご
と
く
改
正
さ
れ
る
。

　
1
　
次
の
新
第
二
項
を
加
え
る
。

　
　
「
の
強
制
手
段
と
し
て
の
戒
告
（
巴
器
＞
＆
δ
ご
お
号
ω
穿
讐
鴨
巨
ぎ
一
ω
）
は
認
め
な
い
」

　
2
　
現
行
第
二
項
が
第
三
項
に
な
り
、
第
三
項
は
以
下
の
ご
と
く
改
正
さ
れ
る
。

　
　
「
こ
の
規
定
は
（
U
一
。
の
。
く
o
お
。
ぼ
婆
ざ
5
ヨ
け
）
と
の
文
言
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
は
（
臣
霧
①
＜
o
お
。
ぼ
§
雪
ざ
ヨ
目
雰
）
と
の
文
言
に

　
　
改
め
る
。

口
　
す
な
わ
ち
、
改
正
提
案
は
不
代
替
的
作
為
を
求
め
る
執
行
に
関
す
る
八
八
八
条
に
あ
っ
て
は
、
強
制
手
段
の
戒
告
を
用
い
る
こ
と
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を
認
め
な
い
旨
を
法
律
上
明
規
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
改
正
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の
実
務
の
不
統
一
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

執
行
手
続
促
進
の
観
点
か
ら
統
一
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
以
下
現
行
法
の
問
題
点
と
改
正
案
の
趣
旨
を
考
察
し
、
も
っ
て
わ
が
民
執
法
一
七
一
条
の
解
釈
を
考
え
る
う
え
で
の
資
料
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
法
務
資
料
四
二
六
号
「
ド
イ
ッ
強
制
執
行
法
」
（
中
野
貞
一
郎
訳
）
に
旧
八
八
八
条
の
訳
が
あ
る
が
、
そ
の
後
同
条
は
改
正
さ
れ
て
い
る
の
で
現

　
　
行
第
一
項
を
こ
こ
に
改
め
て
訳
出
し
た
。

　
（
2
）
　
第
一
次
報
告
書
は
法
学
研
究
六
十
七
巻
四
号
九
五
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
第
二
次
報
告
書
八
八
頁
以
下
。

　
（
4
）
　
第
二
次
報
告
書
九
～
一
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
現
行
ド
イ
ッ
民
訴
法
八
八
八
条
の
強
制
手
段

八
八
八
条
の
改
正
提
案
を
紹
介
・
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
前
提
作
業
と
し
て
以
下
穿
o
旨
田
七
5
N
ρ
曙
○
一
〇
。
■
＞
亀
r
曽
。。
お
㌦

に
よ
り
八
八
八
条
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
1
　
適
用
範
囲

　
a
　
同
条
の
適
用
の
あ
る
行
為
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
不
代
替
的
作
為
の
概
念
は
わ
が
国
の
民
事
執
行
法
一
七
一
条
の
そ
れ

と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
者
が
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
も
し
く
は
な
し
え
な
い
行
為
、
ま
た
は
第
三
者
が
債
務
者
が
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
す
の
と
同
様
に
は
な
し
え
な
い
行
為
を
い
う
。
行
為
は
も
っ
ぱ
ら
債
務
者
の
意
思
に
か
か
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
強

制
で
き
な
い
不
代
替
的
作
為
を
規
定
す
る
八
八
八
条
二
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
物
の
引
渡
ま
た
は
閲
覧
の
た
め
の
書
面
の
提
示
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

つ
い
て
八
八
三
条
が
こ
れ
を
規
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
八
八
八
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。
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（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
そ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
定
の
情
報
の
提
供
、
計
算
の
実
施
、
遺
産
目
録
の
作
成
、
在
職
証
明
と
い
っ
た
証
明

　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

書
の
提
出
、
八
九
四
条
の
適
用
の
な
い
意
思
表
示
の
付
与
、
税
の
申
告
に
関
す
る
配
偶
者
の
協
力
、
住
居
か
ら
一
定
の
者
を
退
去
さ
せ
る

　（7

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
と
、
労
働
者
を
引
続
き
雇
用
す
る
こ
と
等
々
で
あ
る
。

　
b
　
八
八
八
条
の
適
用
の
な
い
行
為
と
し
て
は
以
下
の
行
為
が
あ
る
。

　
1
　
債
務
者
の
意
思
に
か
か
ら
な
い
行
為
（
本
条
一
項
）
の
除
外
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
勺
9
①
声
O
①
轟
9
言
誘
。
ぼ
宰
馬
母
零
呼
§
ω
あ
』
。
。
㎝
の
解
説
が
詳
細
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
第
三
者

の
協
力
な
し
に
は
不
代
替
的
作
為
を
な
し
え
な
い
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
者
の
協
力
な
し
に
は
履
行
し
え
な
い
情
報
提
供

　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

義
務
、
ま
た
は
所
有
住
居
の
修
理
措
置
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
、
債
務
者
と
し
て
は
少
な
く
と
も
事
前
に
協
力
を
求
め

　
　
（
H
）

る
こ
と
、
ま
た
℃
9
①
β
鉾
鉾
ρ
に
よ
れ
ば
、
必
要
が
あ
れ
ば
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
債
務
者

が
第
三
者
に
対
し
て
当
該
行
為
を
な
す
に
つ
き
相
当
な
協
力
を
求
め
て
い
る
と
き
は
、
八
八
八
条
の
強
制
執
行
、
特
に
強
制
手
段
は
排
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
こ
の
点
に
関
し
情
報
提
供
が
不
能
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
閃
塁
〇
一
Ω
の
判
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
債
務
者
と
し
て
は
、

第
三
者
の
助
力
な
し
に
は
正
確
な
情
報
の
提
供
が
で
き
な
い
場
合
、
債
務
者
は
第
三
者
の
協
力
を
相
当
な
強
さ
で
プ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
を

試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
試
み
が
失
敗
し
た
と
き
は
債
務
者
が
正
確
な
情
報
を
第
三
者
の
所
持
す
る
書
類
な
し
に
与
え
う
る
か
否

か
、
与
え
う
る
と
し
て
い
か
な
る
範
囲
で
与
え
う
る
の
か
と
い
う
点
を
自
ら
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
2
　
人
格
的
行
為
（
冨
誘
9
昌
号
。
頃
蝉
巳
一
暮
の
雪
）
の
除
外

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
八
八
八
条
二
項
が
規
定
し
て
い
る
。

12
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2
　
要
件

　
要
件
と
し
て
は
以
下
の
事
項
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
強
制
手
段
の
戒
告
は
八
八
八
条
適
用
の
要
件
で
は
な
い
。

　
a
　
執
行
が
適
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
不
代
替
的
作
為
を
求
め
る
債
務
名
義
が
存
在
し
、
か
つ
そ
の
内
容
が
例
え
ば
情
報
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

供
で
あ
れ
ば
、
そ
の
範
囲
に
つ
き
債
務
名
義
上
具
体
的
に
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
で
作
為
の
内

容
が
解
釈
に
よ
り
明
ら
か
に
な
り
う
る
程
度
に
行
為
が
特
定
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
。

　
b
　
作
為
が
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
。

　
債
務
者
の
作
為
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
○
び
Ω
コ
曽
日
ヨ
は
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
（
1
5
）

判
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
債
務
者
は
八
八
八
条
の
執
行
手
続
に
お
い
て
、
作
為
の
実
施
の
不
能
を
明
ら
か
に
す
る
証
拠
資
料
を
含
む

事
実
を
債
権
者
が
検
討
し
う
る
方
法
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
作
為
が
不
能
で
あ
る
旨
の
債
務
者
の
主
張
が
生
活
上
の
経
験
に
反

す
る
場
合
、
具
体
的
事
情
及
び
証
拠
資
料
を
説
明
す
べ
き
要
求
は
そ
れ
だ
け
強
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
「
〔
債
権
者
は
〕
債
務
者
の
主

張
を
無
力
化
し
、
証
拠
を
も
っ
て
反
証
す
る
こ
と
に
な
る
」
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
債
務
者
と
し
て
す
べ
て
の
期
待
し
う
る
事
項
を
試
み
て
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

故
意
・
過
失
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
義
務
の
内
容
で
あ
る
作
為
が
な
さ
れ
た
旨
の
異
議
は
、
本
来
七
六
七
条
の
請
求
異
議
の
訴
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

主
張
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
強
制
金
の
確
定
手
続
に
お
い
て
こ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

　
反
対
説
は
、
こ
の
種
の
異
議
は
強
制
金
を
課
す
る
手
続
に
お
け
る
債
務
者
審
尋
の
必
要
性
を
規
定
す
る
八
九
一
条
第
二
文
に
よ
り
な
さ

れ
る
審
尋
中
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
近
時
、
こ
の
反
対
説
に
た
つ
判
例
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

　
　
（
1
8
）

あ
ろ
う
。

　
c
　
債
権
者
の
申
立
が
あ
る
こ
と

13
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（
1
9
）

　
申
立
は
作
為
を
特
定
す
る
か
あ
る
い
は
特
定
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

制
金
か
強
制
拘
留
か
）
ま
た
は
そ
の
額
・
期
間
の
特
定
は
必
要
と
し
な
い
。

　
d
　
外
国
に
お
け
る
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
強
制
手
段
は
内
国
で
課
せ
ら
れ
る
が
、
作
為
は
外
国
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
。

強
制
手
段
の
特
定
（
強

　
3
　
強
制
手
段
を
課
す
る
裁
判
（
第
一
項
第
一
文
第
二
文
）

　
強
制
手
段
の
戒
告
は
債
務
名
義
中
に
こ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
も
、
ま
た
八
八
八
条
の
決
定
手
続
に
お
い
て
も
、
戒
告
を
認
め
る
八
九
〇
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

第
二
項
の
場
合
と
は
異
な
り
許
さ
れ
な
い
。

　
a
　
決
定
（
八
九
一
条
第
一
文
）
　
前
記
要
件
が
欠
け
る
場
合
は
申
立
は
排
除
さ
れ
る
。
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
戒

告
な
し
に
強
制
手
段
を
直
ち
に
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
○
一
Ω
頃
帥
日
ヨ
は
、
強
制
手
段
を
確
定
す
る
旨
の
戒

告
（
＞
＆
3
げ
巨
の
α
霞
守
器
㊦
言
き
の
①
ぎ
霧
N
毛
睾
鵯
巨
ぎ
邑
に
対
す
る
上
訴
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
「
ω
Z
P
O
八
八
八
条
に
よ
る
強
制
手
段
の
確
定
を
戒
告
す
る
に
す
ぎ
な
い
決
定
に
対
し
て
は
、
Z
P
O
七
九
三
条
の
即
時
抗
告
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
の
強
制
手
段
の
戒
告
は
、
Z
P
O
八
八
八
条
の
手
続
に
法
律
上
の
基
礎
を
欠
き
、
か
つ
権
利
保
護
の
利
益
を
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

く
が
ゆ
え
に
不
適
法
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
例
え
ば
、
計
算
の
実
施
の
よ
う
に
作
為
が
一
定
の
時
点
ま
で
に
完
成
し
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
確
定
決
定
は
債
務
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

義
に
な
る
（
七
九
四
条
一
項
三
号
）
。
こ
の
決
定
は
送
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
二
九
条
三
項
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
b
　
内
容
　
な
す
べ
き
作
為
が
特
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
提
起
に
あ
る
程
度
の
幅
が
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

制
金
の
額
も
特
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
臼
ぎ
ヨ
霧
七
暮
N
P
鉾
鉾
O
こ
ω
」
o。
お
。

14
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（
2
）
↓
ぎ
5
霧
も
三
N
o
届
。
鉾
O
‘
ω
」
。。
“
。
。

（
3
）
閑
ρ
Z
q
≦
為
卜
。
b
8
0。
●

（
4
）
○
■
O
＝
節
ヨ
β
q
ζ
国
Z
即
≦
§
①
S

（
5
）
Ω
①
一
2
①
ぴ
、
、
U
霞
＞
富
冥
仁
魯
磐
日
箒
一
一
仁
夷
。
ぎ
①
の
≧
ぴ
①
一
薔
①
品
巳
ω
8
ω
ぎ
α
霞
＜
o
＝
弩
①
。
ざ
お
の
冥
婁
一
ω
α
①
の
Ω
践
。
窪
。D
＜
o
＝
－

　
巴
①
げ
Φ
円
ω
．
矯
∪
Ω
＜
N
Q
o
O
O
　
一
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

一
Ω
N
≦
①
ぎ
『
仁
o
犀
①
P
］
≦
U
国
刈
9
置
介

ω
Ω
国
旨
国
餌
5
即
N
①
QQ
鴇
㎝
㎝
QQ
、

■
＞
O
ω
⑩
注
戸
Z
N
＞
o。
ρ
。。
9
び
＞
Ω
ω
。
三
①
ω
註
の
山
○
算
⑩
一
p
Z
N
＞
・
。
8
0。卜
。
卜
。
’

ゆ
四
図
○
［
0
1
Z
q
≦
胡
℃
誤
O
’

民
Ω
℃
〇
一
Q
N
O
ρ
“
①
S

国
○
博
Z
q
≦
お
ー
二
ω
㎝
旧
ω
鋤
望
○
■
Ω
鴇
Z
q
≦
－
即
閃
oo
P
ホ
。

ω
ゆ
図
O
■
Ω
一
Z
q
≦
刈
㎝
）
謹
O
。

O
b
Ω
ζ
O
づ
o
ゲ
Φ
P
O
b
Ω
N
QO
鯛
一
〇
一
●

ω
鋤
図
O
■
Ω
一
Z
q
≦
－
閃
国
Oo
P
8
卜
o
・

○
■
Ω
缶
帥
ヨ
ヨ
）
Z
q
≦
－
即
即
o。
o。
」
O
o
。
メ
O
b
O
ω
き
昌
巨
o
パ
⑩
p
O
■
Ω
N
O
一
』
謡
●

〇
一
Ω
区
σ
一
P
Z
も
≦
－
国
国
露
一
8
0
。
●
債
務
者
は
、
第
三
者
の
協
力
を
う
る
た
め
に
彼
の
な
し
う
る
す
べ
て
の
こ
と
を
な
し
た
場
合
に
限
り
、

　
第
三
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
行
為
を
な
す
こ
と
が
不
能
で
あ
る
旨
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
＜
の
一
。
臼
『
○
ヨ
霧
も
暮
N
ρ
鉾
鉾
○
こ
ω
」
o。
㎝
O
。

（
1
8
）
　
論
文
と
し
て
、
田
鴇
○
貸
．
、
国
尾
色
冨
昌
鵯
①
ぎ
ゑ
帥
昌
α
汐
α
①
国
N
≦
節
⇒
鴨
＜
○
房
霞
①
鼻
仁
昌
α
q
の
①
5
諭
伽
o。
o。
下
o
。
8
N
勺
O
、
．
｝
Z
q
≦
o。
o
。
」
3
S
が

　
あ
り
、
判
例
と
し
て
は
、
○
冒
Ω
ω
け
暮
茜
胃
“
Z
q
≦
力
即
お
o
。
ρ
5
0
ご
○
■
Ω
写
碧
ζ
弩
“
ζ
U
閃
お
o。
♪
卜
。
o
。
O
旧
ζ
U
即
5
お
る
器
旧
○
ゼ
O
N
ー

　
≦
。
一
ぼ
蓉
ざ
P
旨
田
霞
○
お
o。
G。
」
零
o
。
が
あ
る
。
反
対
説
と
し
て
は
○
■
O
国
餌
日
ヨ
導
ζ
U
閃
一
S
P
畠
ご
○
［
O
U
房
器
匡
o
貸
○
一
Ω
N
一
〇
刈
9

　
0
。
刈
9
■
Ω
閑
o
一
P
Z
q
≦
這
o
。
ρ
一
嵩
O
が
あ
る
。

（
1
9
）
　
弓
『
○
目
ゆ
の
七
暮
N
ρ
鉾
四
。
○
こ
ω
」
Qo
㎝
O
●

（
2
0
）
　
弓
げ
o
ヨ
四
〇
〇
も
5
N
P
鉾
鉾
○
こ
ω
」
Qo
㎝
O
。

15
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（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

弓
げ
o
ヨ
国
の
も
暮
N
P
角
一
卑
○
こ
ω
●
一
〇。
㎝
O
。

↓
げ
o
B
節
ω
も
暮
N
P
卑
●
卑
○
こ
ω
●
一
ω
㎝
O
。

O
U
Q
＝
卑
ヨ
目
”
Z
q
毛
－
即
国
o。
o。
為
①
S

弓
げ
0
5
器
も
仁
訂
P
四
・
餌
。
O
こ
ω
」
G。
㎝
O
。

弓
げ
o
e
器
も
暮
N
ρ
鉾
ゆ
．
O
こ
ω
●
一
〇。
㎝
O
。

○
ゼ
Q
N
≦
①
一
げ
三
畠
①
p
O
冒
Ω
N
刈
♪
o。
一
S

目
ゲ
o
ヨ
帥
ω
も
⊆
旨
ρ
卑
●
鎖
●
○
こ
ω
」
o。
㎝
O
●

16

三
　
八
八
八
条
の
強
制
手
段
で
あ
る
強
制
金
と
強
制
拘
留
に
つ
い
て

　
わ
が
民
事
執
行
法
の
も
と
で
は
一
七
二
条
の
強
制
金
に
該
当
す
る
も
の
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
人
的
執
行
の
名
残
り

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
間
接
強
制
手
段
と
し
て
の
強
制
拘
留
に
該
当
す
る
も
の
は
、
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
間
接
強
制
手
段
と
し
て
の
強
制
金
と
拘
留
の
関
係
い
か
ん
、
換
言
す
れ
ば
執
行
機
関
と
し
て
の
執
行

裁
判
所
（
わ
が
国
の
場
合
執
行
裁
判
所
、
ド
イ
ッ
で
は
受
訴
裁
判
所
）
が
具
体
的
ケ
ー
ス
に
お
い
て
強
制
金
と
強
制
拘
留
の
い
ず
れ
を
い
か
な
る

基
準
を
も
っ
て
選
択
す
べ
き
か
、
両
手
段
を
併
課
で
き
る
の
か
等
々
の
諸
問
題
は
生
じ
な
い
が
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
八
八
八
条
は
そ
の
両
手

段
を
間
接
強
制
手
段
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
、
前
記
の
諸
問
題
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
八
八
八
条
に
関
す
る
ド
イ
ッ
の
解
釈
を
以
下
若
干
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
一
般
に
は
強
制
金
と
強
制
拘
留
の
選
択
は
受
訴
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
裁
量
に
は
一
定
の
枠
が
あ
っ
て
、
原
則
と

し
て
第
一
次
的
に
は
強
制
金
が
選
択
さ
れ
、
強
制
金
が
効
果
を
生
じ
な
い
こ
と
が
予
測
で
き
る
場
合
、
こ
れ
に
代
え
て
（
霞
鋸
旨
語
羅
）
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

二
次
的
に
強
制
拘
留
が
選
択
さ
れ
る
と
す
る
点
で
見
解
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
人
格
的
自
由
権
（
℃
霞
8
艮
3
。

牢
①
ぎ
①
器
お
。
算
）
を
規
定
す
る
基
本
法
二
項
二
文
、
一
九
条
二
項
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
強
制
金
で
は
な
く
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（
2
）

強
制
拘
留
を
選
択
す
る
場
合
、
比
例
性
の
原
則
に
従
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
も
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
双
方
の
強
制
手
段
に
つ
い
て
最
初
に

選
択
さ
れ
た
強
制
手
段
が
い
ず
れ
で
あ
れ
、
そ
れ
が
課
せ
ら
れ
て
奏
功
し
な
か
っ
た
場
合
、
第
二
の
強
制
手
段
と
し
て
繰
返
し
て
課
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
強
制
手
段
の
戒
告
の
繰
返
し
は
、
権
利
保
護
の
利
益
を
欠
く
と
す
る
決
定
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
、
戒
告
を
繰
返
す
よ
り
す
で
に
戒
告
し
た
強
制
手
段
を
執
行
す
べ
き
だ
か
ら
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
強
制
金
の
最
高
額

は
五
〇
〇
〇
D
M
（
八
八
八
条
一
項
二
文
）
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
内
で
一
定
額
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
強
制
拘
留
は
最
低
一
日

（
＞
詳
9
＞
房
ザ
国
O
望
O
ω
）
か
ら
最
高
で
六
ヶ
月
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
（
八
八
八
条
］
項
三
文
、
九
一
三
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
強
制
手
段

が
複
数
回
に
わ
た
り
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
刑
罰
で
は
な
く
、
純
粋
な
強
制
処
分
（
N
薫
餌
お
甲
o
巳
霞
浮
編
⑩
ヨ
器
弩
ぎ
－

目
雪
）
が
課
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
即
o
の
。
ぎ
。
茜
－
O
き
一
－
ω
。
『
穿
。
P
N
ゑ
き
鴨
＜
○
｝
一
弩
。
畠
巨
鵯
お
魯
“
ω
，
胡
禽
田
霞
－
ω
暮
巨
①
さ
N
≦
き
鵯
＜
o
＝
ω
冨
。
犀
き
鴨
－
執
9
5
挙

　
　
二
＆
く
①
樋
巨
魯
胃
8
算
一
ド
＞
亀
『
ω
翰
。
。
鞠
8
零
≦
餌
一
ぎ
ぴ
N
妻
彗
α
q
撃
○
房
幕
。
犀
§
鵯
お
。
算
命
＞
亀
r
¢
窪
。
乙
き
霞
巳
些
N
≦
曽
お
－

　
　
の
＜
o
房
霞
①
。
ざ
お
ω
と
邑
因
○
爵
ξ
胃
①
3
二
〇
＞
亀
一
こ
ω
」
一
⑩
ト
爵
。
－
≦
巴
。
げ
警
o
騰
①
き
ζ
巨
。
ぼ
霞
因
o
ヨ
ヨ
①
巨
畦
N
ξ
N
℃
ρ
ω
’
9
0。
旧

　
　
N
O
一
一
①
さ
賠
O
一
。。
＞
亀
一
あ
●
邸
8
9
ω
窪
ヨ
訂
魯
－
■
窪
け
霞
富
。
戸
N
℃
O
翼
＞
色
こ
ω
」
。
。。
。
あ
§
⇒
こ
8
器
－
冒
冒
N
ぴ
①
茜
＆
℃
0
8
＞
亀
一
．

　
　
Z
鈍
ω
。
露
●

　
（
2
）
ω
讐
ヨ
富
魯
－
■
窪
8
吾
帥
。
芦
鉾
鉾
O
こ
ω
」
。
o。
O
。

　
（
3
）
く
駐
訳
ρ
Z
q
≦
一
。
①
。。
る
。
。
。
ご
○
■
O
＝
卑
ヨ
P
u
Q
く
N
一
。
コ
ω
」
一
勇
8
⑩
訂
お
6
窪
一
あ
魯
穿
。
P
鉾
鉾
ρ
h
』
琴
■
爵
①
－
≦
箪

　
　
魯
警
0
8
ぴ
鉾
鉾
○
こ
ω
。
躍
。
。
＆
α
＝
①
さ
鉾
勲
○
こ
ω
●
鱒
8
9
ω
一
。
ぎ
こ
○
畠
の
之
‘
p
N
げ
①
鑛
如
。
鉾
○
‘
ω
■
①
。
。
＆
σ
一
一
。
ぴ
鉾
卑
○
こ
ω
●
図
8
①
。

　
（
4
）
○
い
Ω
缶
簿
田
P
】
W
①
ω
。
匡
●
＜
」
㎝
」
O
」
雪
ρ
∪
Ω
＜
N
一
〇
§
“
一
。
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四
　
八
八
八
条
の
問
題
点
と
改
正
提
案
の
目
的

　
1
　
問
題
点

　
債
務
者
が
判
決
に
よ
り
不
代
替
的
作
為
義
務
の
履
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
、
八
八
八
条
一
項
一
文
の
判
決
は
、
受
訴
裁
判
所
が
申
立
に

よ
り
決
定
を
も
っ
て
作
為
を
な
さ
し
め
る
た
め
の
強
制
金
ま
た
は
拘
留
に
よ
っ
て
債
務
者
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
。
八

八
八
条
に
お
い
て
債
務
者
に
い
か
に
当
該
不
代
替
的
作
為
を
実
行
さ
せ
る
べ
き
か
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
学
説
が
対
立
し
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
一
定
の
裁
定
期
間
を
定
め
て
そ
の
期
間
の
徒
過
後
は
強
制
手
段
　
　
戒
告
の
段
階
で
は
内
容
が
確
定
し
て

い
な
い
　
　
を
課
す
る
と
い
う
戒
告
（
な
い
し
威
嚇
　
　
＞
8
こ
2
お
）
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
裁
定
期
間
内
に
履
行
を
促
す
か
、
あ

る
い
は
②
具
体
的
内
容
の
あ
る
強
制
手
段
を
即
時
に
課
す
こ
と
を
確
定
し
、
履
行
が
あ
れ
ば
猶
予
の
可
能
性
を
認
め
る
と
す
る
か
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
は
③
作
為
が
一
定
時
点
ま
で
に
な
さ
れ
な
い
場
合
の
た
め
に
条
件
付
で
具
体
的
内
容
の
あ
る
強
制
手
段
を
確
定
す
る
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
口
　
と
こ
ろ
で
、
八
九
〇
条
は
不
作
為
義
務
及
び
受
忍
義
務
の
強
制
執
行
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
第
一
項
で
不
作
為
義
務
違
反
ま

た
は
受
忍
義
務
違
反
に
対
し
て
秩
序
金
及
び
秩
序
拘
留
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
、
第
二
項
で
第
一
項
の
強
制
手
段
を
課
す
る

に
先
立
っ
て
当
該
強
制
手
段
の
戒
告
（
＞
8
巳
壼
お
）
を
必
要
と
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ち
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
八
九
〇
条
は
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
お
い
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
項
及
び
第
二
項
を
以
下
に
訳
出
す
る
。

18

八
九
〇
条

①
債
務
者
が
作
為
を
な
さ
ず
、
あ
る
行
為
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
受
忍
す
べ
き
義
務
に
違
反
し
て
行
為
し
た
場
合
、
す
べ
て
の
違
反
行
為

　
に
つ
い
て
債
務
者
の
申
立
に
よ
り
第
一
審
の
受
訴
裁
判
所
は
秩
序
金
（
○
＆
2
お
詔
①
崔
）
及
び
そ
れ
を
取
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

　
き
は
、
秩
序
拘
留
ま
た
は
最
長
六
ヶ
月
の
秩
序
拘
留
（
♀
身
…
α
q
ω
富
3
を
課
す
る
判
決
を
受
け
る
。
各
秩
序
金
は
五
〇
〇
、
○
○
O
D



　
M
を
、
秩
序
拘
留
は
合
計
二
年
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

②
戒
告
が
当
該
義
務
を
宣
言
す
る
判
決
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

　
第
一
項
の
判
決
に
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

申
立
に
よ
り
第
一
審
受
訴
裁
判
所
が
発
す
べ
き
相
当
の
戒
告
が
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本
状
第
二
項
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
お
く
と
、
こ
の
戒
告
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
す
で
に
判
決
な
い
し
仮
処
分
中
に
宣

言
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
秩
序
金
で
い
く
の
か
秩
序
拘
留
に
す
る
の
か
、
つ
ま
り
秩
序
維
持
の
種
類
が
宣
言
さ
れ
て
い
れ
ば
十
分
で

あ
る
し
、
そ
の
最
高
額
な
い
し
最
長
期
間
が
明
示
さ
れ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
八
九
〇
条
に
よ
り
（
、
．
α
q
①
日
㈱
o。
8
、
、
）
」

と
か
「
法
律
上
許
さ
れ
た
範
囲
で
」
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
点
は
一
応
お
く
と
し
て
、
こ
の
規
定
と
の
関
連
で
、
執
行
実
務
上
は
不
代
替
的
作
為
義
務
の
執
行
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
の
旦
ハ
体
的

内
容
を
定
め
る
こ
と
な
く
抽
象
的
に
な
さ
れ
る
強
制
手
段
の
事
前
の
戒
告
は
適
法
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
が
実
務
上
実
際
に
行
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
。
こ
の
点
は
多
く
の
判
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、
学
説
も
こ
れ
ら
の
判
例
に
賛
成
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時
に
他
方
で
は
判
例
・
学
説
の
大
勢
は
強
制
手
段
の
戒
告
は
必
要
で
も
な
け
れ
ば
合
目
的
的
で
も
な
い
と

　
　
　
　
（
4
）

説
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
戒
告
が
た
だ
で
さ
え
遅
延
し
が
ち
な
八
八
八
条
の
間
接
強
制
に
よ
る
執
行
手
続
を
さ
ら
に
遅
延
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
強
制
手
段
の
内
容
を
具
体
的
に
確
定
し
て
お
く
こ
と
が
す
で
に
十
分
な
威
嚇
と
し
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
な
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

き
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戒
告
で
は
な
く
直
ち
に
一
定
額
の
強
制
金
を
確
定
す
る
こ
と
が
原
則
的
に
有
意
義
で
あ
る
と

そ
の
場
合
、
場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判
所
の
定
め
た
裁
定
期
間
の
終
了
ま
で
取
立
を
猶
予
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
が
　
　
説
か
れ
て
い

（
6
）
る
。
　
さ
ら
に
従
来
の
よ
う
な
法
律
上
の
根
拠
の
な
い
か
つ
権
利
保
護
の
利
益
が
な
い
と
も
い
え
る
強
制
手
段
の
事
前
の
戒
告
を
不
適
法
と
す

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
と
の
見
解
も
あ
る
。
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日
　
そ
こ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
説
、
判
例
に
よ
っ
て
適
法
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
内
容
を
確
定
し
な
い
ま
ま
に
な
さ
れ
る
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

制
手
段
の
事
前
の
戒
告
は
廃
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
を
報
告
書
は
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
八
八
八
条

は
こ
の
種
の
戒
告
を
本
来
予
定
し
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
は
作
為
を
な
さ
し
め
る
た
め
に
強
制
手
段
の
抽
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

的
な
事
前
戒
告
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
内
容
の
確
定
し
た
強
制
手
段
そ
れ
自
体
を
課
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
戒
告
は
単
に
執
行

を
遅
滞
せ
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
強
制
手
段
の
事
前
戒
告
に
よ
ら
ず
、
い
き
な
り
強
制
手
段
の
内
容
を
具
体
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
債
務
者
の
利
益
に

適
う
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
債
権
者
の
強
制
手
段
の
確
定
の
申
立
に
あ
た
り
、
八
九
一
条
二
文
は
不
代
替
的
作

為
義
務
の
不
作
為
に
対
す
る
強
制
処
分
を
裁
判
に
よ
っ
て
課
す
る
手
続
に
お
い
て
債
務
者
の
審
尋
を
な
す
べ
き
旨
規
定
し
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

債
務
者
は
審
尋
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
限
り
で
債
務
者
の
審
尋
請
求
権
は
保
証
さ
れ
る
。
執
行
そ
れ
自
体
は
、
司
法
官
庁
帰
属
請

求
権
取
立
法
（
魯
駐
浮
①
青
①
ぎ
巨
鴨
〇
三
目
お
）
に
よ
り
職
権
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
執
行
の
一
般
原
則
に
よ
り
債
権
者
の
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

立
に
よ
り
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
と
し
て
は
義
務
を
履
行
し
か
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
秩
序
維
持
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

（
9
身
巨
鵯
ヨ
§
亀
の
執
行
を
回
避
す
る
機
会
を
適
時
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
作
為
を
な
す
た
め
の
期
間
設
定
は
排
除
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
判
決
手
続
で
広
範
囲
に
わ
た
る
計
算
義
務
（
巳
。
＜
Φ
壱
臣
－

。
算
巨
閃
N
ζ
①
一
箒
吋
仁
ヨ
鼠
お
邑
魯
雪
寄
9
口
目
鵯
一
品
巨
σ
q
）
の
た
め
に
債
務
者
に
相
当
な
期
間
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
場
合
に
、
期

間
の
裁
定
が
必
要
に
な
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
種
の
場
合
に
は
期
間
の
裁
定
と
同
時
に
憲
法
上
の
比
例
原
則
が
問
題
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

第
二
次
報
告
書
八
八
～
八
九
頁
。

旧
八
九
〇
条
の
訳
も
前
記
法
務
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
現
行
八
九
〇
条
第
一
項
第
二
項
を
こ
こ
に
訳
出
し
た
。

第
二
次
報
告
書
八
九
頁
、
因
ρ
Z
q
ミ
一
〇
8
ふ
メ
○
■
Ω
N
≦
。
ま
臣
畠
①
P
身
＆
宥
o
お
o。
o。
口
鴇
o
。
＼
嶺
お
る
一
Ω
ω
9
9
鴨
誉
U
ざ
身
馨
齢



　
一
〇
〇
。
ρ
合
㎝
旧
O
げ
Ω
＝
Q
旨
日
‘
Z
q
∈
－
即
即
一
〇
〇。
8
お
㎝
旧
ゆ
ゆ
冤
○
■
Q
N
」
O
o。
o
。
’
傘
o。
＼
占
9
0
■
Q
U
富
の
の
匡
o
界
O
■
Q
N
一
㊤
o。
o。
矯
o。
o。
＼
o
。
メ
ω
§
亭

q
o
琶
甲
ζ
巨
N
げ
。
茜
届
。
鉾
○
こ
ω
●
①
煙
N
o
一
一
。
ぴ
餌
’
鉾
O
‘
ω
●
8
紹
ω
窪
ヨ
訂
。
げ
－
ピ
砦
け
霞
鼠
9
鉾
鉾
O
こ
ω
」
O
挙
凶
o
の
①
昌
胃
α
q
φ
帥
巳
－

　ωo臣一

ぎ
p
帥
■
餌
・
O
；
ψ
胡
“
旧
び
¢
ぎ
－
≦
巴
o
房
ま
ら
⑩
さ
鉾
Φ
。
○
こ
ψ
漣
o。
。

（
4
）
　
第
二
次
報
告
書
八
九
頁
。
＜
笹
。
因
ρ
Z
q
薯
お
＄
ふ
ざ
O
■
Ω
丙
o
一
P
ζ
U
即
一
㊤
o。
卜
。
ふ
o
。
雪
○
■
O
ζ
ぎ
号
①
P
O
■
O
N
一
〇
〇。
卜
。
口
2
」
8
　

即
○
。
。
①
昌
㊦
茜
－
O
磐
一
あ
9
頃
ざ
P
帥
●
鉾
O
こ
胡
合
ω
§
ロ
ー
q
9
ゆ
甲
ζ
旨
N
げ
①
茜
扇
■
鉾
O
こ
ω
。
①
卜
。
＆
σ
一
一
。
き
餌
9
鉾
○
こ
¢
鱒
8
刈
る
讐
5
訂
3
－

　
b
讐
8
吾
8
7
野
勲
○
こ
ω
」
O
お
旧
い
爵
①
ー
ミ
巴
。
房
『
○
騰
①
さ
餌
●
鉾
○
こ
ω
●
躍
。。
。
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（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

第
二
次
報
告
書
八
九
頁
。

第
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第
二
次
報
告
書
九
〇
頁
。

第
二
次
報
告
書
九
〇
頁
。

第
二
次
報
告
書
九
一
頁
。

第
二
次
報
告
書
九
一
頁
。

第
二
次
報
告
書
九
一
頁
。

五
　
評
　
価

p
■
○
‘
ω
。
一
〇
お
，

一
〇〇
㎝
9

　
不
代
替
的
作
為
義
務
の
執
行
で
あ
る
間
接
強
制
を
課
す
る
場
合
、
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
は
改
正
提
案
理
由
書
の
述
べ
る
と
お
り

で
あ
る
Q

　
そ
し
て
、
改
正
提
案
が
、
そ
の
う
ち
第
｝
の
選
択
肢
す
な
わ
ち
そ
の
徒
過
後
は
強
制
手
段
を
課
す
る
旨
の
戒
告
の
下
に
裁
定
期
間
内
の

履
行
を
促
す
方
法
は
間
接
強
制
の
方
法
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
点
に
は
賛
成
で
き
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
方
法
が
単

に
執
行
手
続
を
遅
延
せ
し
め
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
不
合
理
な
遅
延
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
遅
延
に
つ
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い
て
合
理
的
根
拠
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
合
理
的
根
拠
に
欠
け
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
前
記
第
一
の
選
択
肢
は
不
代
替
的
作
為
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
一
定
の
猶
予
期
間
を
執
行
機
関
限
り
で
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
は
ま
た
実
質
上
実
体
法
的
に
期
限
を
猶
予
す
る
こ
と
と
同
じ
機
能
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
執
行
の
本
来
的
機
能

な
い
し
執
行
機
関
の
権
能
の
不
当
な
拡
大
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
執
行
機
関
限
り
で
な
し
う
る
と
す
る
こ
と

に
は
当
然
強
い
批
判
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
債
務
名
義
そ
れ
自
体
は
当
該
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
実
体
的
猶
予
は
認
め
て
い
な
い
こ

と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
は
、
第
三
の
選
択
肢
も
第
一
の
選
択
肢
と
同
様
の
欠
陥
を
伴
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
の
選

択
肢
に
よ
れ
ば
、
強
制
手
段
の
内
容
を
具
体
的
に
確
定
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
作
為
が
一
定
時
点
ま
で
に
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
条
件
と
す

る
と
い
う
点
で
債
務
の
履
行
を
一
定
時
点
ま
で
猶
予
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
か
よ
う
に
第
三
の
選
択
肢
は
、
執
行
機
関
が
債
務
の
履

行
を
実
質
上
猶
予
す
る
の
と
同
じ
結
果
に
な
る
と
い
う
点
で
、
第
｝
選
択
肢
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
『
の
選
択
肢

の
み
を
廃
し
、
第
三
の
選
択
肢
を
廃
止
し
な
い
こ
と
は
均
衡
が
と
れ
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
本
提
案
に
よ
っ
て
第
一
な
ら
び
に
第
三
双

方
の
選
択
肢
が
廃
止
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
第
三
の
選
択
肢
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
第
一
の
選
択
肢
の
み
を
廃
止
す
る
と
い
う
本
提

案
に
は
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
作
為
の
た
め
に
】
定
の
期
間
を
必
要
と
す
る
場
合
、
こ
の
期
間
を
裁
定

し
う
る
こ
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
こ
の
点
は
提
案
理
由
書
が
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
の
場
合
、
同
期
間
の
開
始
時
に
作
為

を
開
始
す
れ
ば
そ
れ
は
債
務
の
履
行
行
為
を
開
始
し
た
と
評
価
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
よ
う
に
解
す
る
と
、
本
改
正
提
案
に
よ
っ
て
不

代
替
的
作
為
義
務
の
間
接
強
制
の
た
め
に
残
さ
れ
た
選
択
肢
と
し
て
は
、
第
二
の
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
提
案
が
明
文
で
第
一
の
選
択
肢
の
み
を
廃
止
し
、
第
三
の
そ
れ
を
廃
止
し
て
い
な
く
て
も
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
意
味
で
解
釈
上

本
提
案
に
よ
っ
て
後
者
も
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
そ
う
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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